
　看護部ラダー教育計画

新人看護職員

卒後2～4年目

経験5年以上

経験１０年以上

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

看護記録① 看護記録② 伝達講習

放課後研修
（教育委員主催）

看護倫理Ⅰ
（接遇）

夜間急変対応

感染防止対策の
ための基礎知識

輸液ポンプ・シ
リンジポンプの
取り扱い

静脈血採血のコ
ツとワザ

看護業務と医療
安全

急変対応すぐや
る技術

看護記録をどう
書くか

看取りとエンゼ
ルケア

経管栄養の
チューブ管理

高齢患者の感染
予防対策

心電図モニタの
みかた、使いか
た、アラーム対
応

輸血の準備から
実施、実施後の
観察

看護の"心とわざ
"

4/8-5/12 5/13-6/16 6/10-7/14 7/18-8/11 8/12-9/15 9/09-10/13 10/14-11/17 11/11-12/15 12/09-1/19 1/13-2/16 2/10-3/15 3/09-4/12

放課後研修
（教育委員主催）

9/18
看護倫理Ⅱ

（多重課題）

11/20
リーダーシップ

呼吸音の聴診 クリティカルケ
ア領域のせん妄
の理解とその対
応

中堅看護師の力
で病棟は変わる

重症度、医療・
看護必要度、記
録記載のポイン
ト

一般病棟でもで
きる人工呼吸器
管理のポイント

口から食べるを
実現する

糖尿病の合併症
ケア

皮膚疾患をふま
えた科学的スキ
ンケア

抗がん薬の最新
知識と最新レジ
メンの理解

認知症の早期診
断（スクリーニ
ング）と早期治
療・ケア

看護に役立つ胸
部画像のみかた

障害受容の理解
と患者支援

4/21-5/19 5/26-6/23 6/23-7/21 7/21-8/18 8/25-9/24 9/18-10/20 10/27-11/24 11/24-12/22 12/22-1/26 1/26-2/23 2/23-3/22 3/22-4/19

放課後研修
（教育委員主催）

10/16
看護倫理Ⅲ

（事例検討）

呼吸音の聴診 クリティカルケ
ア領域のせん妄
の理解とその対
応

中堅看護師の力
で病棟は変わる

重症度、医療・
看護必要度、記
録記載のポイン
ト

一般病棟でもで
きる人工呼吸器
管理のポイント

口から食べるを
実現する

糖尿病の合併症
ケア

皮膚疾患をふま
えた科学的スキ
ンケア

抗がん薬の最新
知識と最新レジ
メンの理解

認知症の早期診
断（スクリーニ
ング）と早期治
療・ケア

看護に役立つ胸
部画像のみかた

障害受容の理解
と患者支援

4/21-5/19 5/26-6/23 6/23-7/21 7/21-8/18 8/25-9/24 9/18-10/20 10/27-11/24 11/24-12/22 12/22-1/26 1/26-2/23 2/23-3/22 3/22-4/19

放課後研修
（教育委員主催）

1/15
マネジメント

労務管理

医療職に求めら
れる「社会人基
礎力」とは

患者・家族への
クレーム対応と
トラブルシュー
ティングの進め
方

医療職のための
メンタルケア

スタッフの自立
をサポートする
ティーチングと
コーチング

看護管理者の育
成

メンタルヘルス
の保持増進とス
タッフ・ケアの
実際

効果的な院内研
修プログラムの
考え方

災害看護 リソースナース
を活用する

師長のための病
棟目標の立て方

リフレクション
におけるフィー
ドバックの方法
とその技術

チーム医療と信
念対立

4/22-5/26 5/28-6/30 6/24-7/28 7/22-8/25 8/26-9/29 9/24-10/27 10/28-12/01 11/25-12/29 12/24-2/02 1/27-3/01 2/24-3/29 3/23-4/26

放課後研修
（教育委員主催）

7/10
地域包括ケア

10/23
リクエスト研修

12/18
急性期補助加算

e看護補助者コース

業務上の責任と
倫理

感染予防 移動のお世話 清潔のお世話 排泄のお世話 食事のお世話 医療安全 環境整備 洗面のお世話 医療器材の洗
浄・消毒・滅菌

eオンデマンド

医療安全文化の
新しい考え方

医療安全　－組
織のあり方－

インフルエンザ
対策　up to
date

知っておくべき
感染の実際とそ
の対策

医療者にとって
本当に必要な接
遇とは何か

臨床倫理の考え
方と事例検討

レベルⅠ 指導や教育のもとで、基本的な看護を安全に実践できる。指導を受けることにより自己の学習課題を見つけることができる

レベルⅡ 看護実践の場面において単独で看護を提供できる。チームリーダー的役割や責務を認識し遂行できる。自己の学習課題に向けた学習活動を展開できる

レベルⅢ 高度な看護活動を実践でき、かつ他者にモデルを示すことができる。自己の学習活動に積極的に取り組むのみならず、指導的役割を発揮できる

レベルⅣ 論理的かつ実践的知識を統合して、卓越した看護を実践し、所属を超えてリーダーシップを発揮できる。自己の学習活動はもとより組織的な教育・研究活動を主体的に実践できる。

看護職研修（教育委員主催）

プリセプター研修（教育委員主催）
３ヶ月フォロー

（報告・連絡・相
談）

６ヶ月フォロー
（夜勤・体調管

理）

経
年
別
研
修

Ⅰ
e基礎習得コース

看護補助者

医療安全
院内感染

Ⅱ

e中堅コース

Ⅲ

e中堅コース

Ⅳ
e管理職

チーム医療コース


